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1.本書は、掛川市長谷土地区画整理用地内において平成 8年度から平成10年度にかけて発掘調査を

実施した十郎ヶ谷遺跡、入込遺跡、向山横穴墓群、浅間神社古墳群 3号墳、前山横穴墓群、 寺ヶ谷

横穴墓群の発掘調査報告書である。

2.調査は、土地区画整理事業に先立つ緊急発掘調査で、調査費用を掛川市長谷土地区画整理組合が

負担し、掛川市教育委員会が実施した。

3.発掘調査に際して、掛川市長谷土地区画整理組合の方々に多大な御理解と御協力を頂いた。

4.現地調査ならびに報告書作成にあたり、次の方々から御教示・御協力を得た。ここに記して感謝

の意を表したい。

向坂鋼二氏、鈴木敏則氏、鈴木一有氏、木村弘之氏、永井義博氏、松井一明氏、白津崇氏、松下

善和氏、溝口彰啓氏

5.発掘調査は、掛川市教育委員会の前田庄ーが担当した。

6.調査の記録は、掛川市教育委員会が保管している。

仔リ凡

1.挿図における方位は、座標の北である。

2.本書で使用した遺構名称は次の意味である。

SB:竪穴住居跡 SD:溝状遺構

SF:埋葬土坑

3.遺物の番号は、挿図と写真図版と同一である。

4.横穴墓における左壁・右壁という表現は、玄室奥壁からみた左右である。

5.浅間神社古墳群 3号墳出土の埴輪・須恵器の小破片の実測図は、断面形を中央に示し、断面の左

に内面の拓影を、右に外面の拓影を示しである。
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図版 6 上 3号墓玄室上層遺物(墓道から) 図版 1 出土遺物(1)

中 3号墓玄室下層遺物(墓道から) 図版 2 出土遺物(2)

下 3号墓墓道遺物(墓道先端から)

図版 7 上 3号墓墓道敷石(左壁方向から)

中 3号墓墓道排水溝蓋石

(墓道先端から)

下 3号墓閉塞施設(墓道から)

図版8 上 3号墓排水溝(左壁方向から)

中 4号墓羨門外遺物(墓道から)

下 4号墓玄室内遺物(右壁から)

図版 9 上 4号墓羨門(墓道から)

中 4号墓閉塞施設(右壁方向から)

下 4号墓閉塞施設に残る工具痕

(墓道から)

図版10 出土遺物(1)

図版11 出土遺物(2)

図版12 出土遺物(3)

図版13 出土遺物(4)

図版14 出土遺物(5)

図版15 出土遺物(6)

図版16 出土遺物(7)

寺ヶ谷横穴墓群

図版 1 上横穴墓全景(南東から)

下遺物出土状況(南東から)



I 十郎ヶ谷遺跡

1 .調査の概要

調査は、パックホウで茶の木を抜根、耕作土を除去し、その後、人力により精査・遺構掘削を行っ

た。

調査に当たっては、調査区の形に合わせて 5m方眼のグリッドを設定した。東西方向の基準線は、

座標の北から東に約44度30分振れている。

現地での図面は、 20分の 1の縮尺により遺構図を、 10分の 1の縮尺で詳細図を作成した。写真撮影

は、 6 x 7カメラ 1台と35mmカメラ 2台(カラーフィルム用とカラーリバーサル用)を用いた。

平成 8年 7月30日から 9月20日まで、現地調査を行った。

2.遺構の概要

調査地は、西から東に伸びる丘陵の先端に位置する。検出された遺構は、近世の溝状遺構と土坑が

ある。溝状遺構、土坑の順に概要を述べる。

溝状遺構

S D 01 (第 4図)

調査区の東端近くで検出された。南東方向から北西方向に緩やかに湾曲しながら傾斜している O

掘り方から浮いた状態で、 5cm~20cmの大きさの礁が多量に検出された。 この礁に混じり、獣骨、

馬の歯、古銭、かわらけの破片が出土した。

溝状遺構としたが、墓に通じる道の可能性がある。礁などは、道として機能していた時に混入した

可能性がある。

土坑

S F 0 1 (第4図)

東西O.7m、南北O.6mの長方形を呈し、深さは最大で'18cmを測る。遺骨などの検出はなかったが、

掘削中に古銭が 1枚出土したので土坑と推定した。古銭の錆化が著しく、銭名の判読はできない。

S F 0 2 (第 4図)

東西O.6m、南北1.15mの長方形を呈する。掘り方下場の北端から20cmのところから一段深くなる O

この段のところからかわらけ 2枚が、内面を一段深くなった南側に向けるように上下に重なった状態

で出土した。この土坑からは、かわらけ以外の出土遺物はない。段は、切り合いによる結果生じた可

能性がある O

3圃遺物の概要

出土遺物には、古銭、かわらけがある o S D01 . S F01出土の古銭は、ともに銭名不明である。

1は、 SD01から出土したかわらけの口縁部破片で口径10.2cmを測り、非ロクロ成形と考えられる。

2と3は、 SF02から出土した。 2はロクロ成形のかわらけで、口径10.2cm、器高2.6cmを測る o 3は

非ロクロ成形のかわらけで、口径11.Ocm、器高2.1cmを測る。 2と3は、 17世紀代に位置づけらると考

える O
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図版 1

調査区全景 (西から)

土坑群全景 (西から)



S D 01完掘
(南東から)

SF02遺物出土状況
(西から)

図版 2



E 入込遺跡

1 .調査の概要

入込遺跡、からは、竪穴住居跡が 1棟発見された。南から北に伸びる東西5.2m、南北14mの狭い尾根

の上につくられた竪穴住居跡でる。

調査前は茶畑になっていて、パックホウで耕作土を除去し、その後、人力により精査・遺構確認を

行った。

調査に当たっては、調査区の形に合わせて南北方向の基準線を設定し、 5m方眼のグリッドを設定

した。南北方向の基準線は、座標の北から西に約12度振れている。

現地での図面は、 20分の 1の縮尺により作成した。写真撮影は、 6x 7カメラ 1台と35mmカメラ 2

台(カラーフィルム用とカラーリバーサル用)を用いた。

平成 8年7月30日から11月20日まで、現地調査を行った。

2.遺構の概要

調査により検出した竪穴住居跡の概要を述べる。

竪穴住居跡

SB 01 (第 2図)

竪穴住居跡は、茶畑の耕作により大きく削平されていただけでなく、深耕により掘り方まで破壊さ

れていて、遺存状況は良好で、はなかった。

検出されたのは、住居の南壁から西壁にかけての部分と柱穴3，貯蔵穴である O

柱穴は、 3つ検出された。柱穴聞の距離は、東西聞が2.7m、南北聞が3.2mを測り、南北聞が東西

聞を上回る。柱穴の主軸は、座標の北から約18度30分西に振れている。炉は、耕作により削り取られ

ていて位置不明で、ある o 3つの柱穴とも、掘り方が不整形であることから、竪穴住居は建て替えられ

た可能性がある。東南の柱穴に隣接し、壁際に貯蔵穴がある。前年度に同じ長谷土地区画整理用地内

で調査した東ノ谷遺跡の竪穴住居は、貯蔵穴が 2つの柱穴の間につくられていた。住居の南壁に沿っ

てつくられている点は同じであるが、配置は異なっている。また、南端で壁溝の一部を確認できた。

B' B' 断面の 3層と 4層の境が床面の可能性がある。

3.遺物の概要

土器(第 2図)

1-4は、 SB01の東西の斜面から出土した土器片である。東西の斜面からは、壷と台付き聾の破

片が出土している o S B01からは、土器の小破片が出土しているのみである。 1は、査の底部から体

部の破片で、縦方向のハケ目が施される o 2・3は、壷の底部、 4は台付き聾の接合部である。

これらの土器は、古墳時代前期に位置づけられると考える。

8 
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E 向山横穴墓群

1 .調査の概要

戦後開墾して茶畑をつくった時に横穴を 3基発見したということであった。横穴墓は、斜面の上の

方にあったというので、尾根に近い部分から茶の木を伐採し、人力で表土を除去し、横穴墓の確認を

行った。尾根の上は、横穴墓に伴う祭把場の可能性が考えられたので、調査の対象にした。調査区の

軸は、尾根上は地形に合わせ、横穴墓はそれぞれの主軸を設定した。

現地での図面は、遺構を20分の lの縮尺で、詳細図を10分の 1の縮尺と原すで作成した。写真撮影

は、 6x 7カメラ 1台と35mmカメラ 2台(カラーフィルム用とカラーリバーサル用)を用いた。

平成 8年9月18日から平成 8年12月27日まで、現地調査を行った。

2.遺構の概要

横穴墓群は、尾根から 4mほと守下がった東斜面にそれぞれ単独で、つくられた 3基から成る。 1号墓

と2号墓はほぼ同じ主軸方位となる。2号墓と 3号墓の聞に小さなでっぱりがあり、 3号墓は他の 2

基とは主軸方位を異にする。

1号墓(第 3図)

1号墓は、全長4.56mを測り、玄室、羨道、閉塞施設、墓道から成る。

玄室 長さ1.44m、最大幅2.52mを測る隅丸長方形を呈する。現存する天井の高さ80cmを測る。玄室

の断面形は、 ドーム形と考えられる。左壁沿い、右壁の前半、玄室の中央部分から排水溝が延びてい

る。

副葬品 副葬品は、土器、鉄製品がある。土器のうち第 6図 1・3・4は、掘り方底面に密着した

状態で、 2は浮いた状態であった。鉄製品は、すべて刀子で¥浮いた状態であった。

骨と歯は、掘り方底面から浮いた状態で検出された。

羨道羨道は、幅76cm、長さは左壁で26cm、右壁で、34cmを測る短羨道である。

閉塞施設 閉塞施設と考えられるのは、上端の幅20cm、下端の幅10cm、長さ1.26mの溝で、羨道掘り

方底面からの深さ 8cmを測る。この溝から墓道の中ほどまで排水溝が延びている。溝の墓道側から岩

(堆積砂)のブロックが検出された。この岩のブロックは、溝に木板を立てて外から押さえるために

使用されたものと考えられる。

墓道 墓道は、 2段に掘り込まれている。上端の幅2.44m、深さ66cmを測る掘り方の中央に幅86cm、

深さ53cmの墓道が掘られている。墓道のほぼ中央を断面 ivJ字状の排水溝が通る。墓道出土の土器

のうち第 7図-10は、玄室の掘り方底面より 20cmほど高い位置であることから、尾根上から転落した

土器の可能性がある。13・15も、尾根上から転落した可能性がある。

2号墓(第4図)

2号墓は、全長5.38mを測り、玄室、羨道、閉塞施設、墓道から成る。

玄室 長さ1.28m、最大幅2.40mを測る整った隅丸長方形を呈する。現存する天井の高さ94cmを測る。

推定される天井の高さは、 1 m~1. 2mで、ある。玄室の断面形は、 ドーム形と考えられる。

副葬品 玄室の左奥半、右前半からガラス小玉が7点出土している。玄室右袖から第 8図-22の土器

破片が出土した。この玄室内の破片は、天井陥没後に尾根の上から転落したものが流入したと考えら
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れる o 2号墓の遺物は、開墾時に大半が持ち出されたとされるが、内容は明らかではない。

羨道 幅83cm、左壁で長さ45cmを測る O 短羨道である。羨門部分の左壁には、 2段のえぐりが明瞭に

見られるが、右壁は残存状況が悪く確認できなかった。羨道からガラス小玉が、 1点出土している。

閉塞施設 閉塞施設と考えられるのは、上端の幅23cm、下端の幅10cm、長さ1.06mの溝で、ある O 羨道

掘り方底面からの深さ 8cmを測る。この溝の中央から墓道方向に長さ20cmほどの短い排水溝が延びて

いる O 溝の墓道側から岩のブロックが検出された。この岩のブロックは、 1号墓同様、溝に木板を立

てて外から押さえるために使用されたものと考えられる。

墓道 閉塞用の溝から1.07mまでは比較的平坦で、、そこから先は傾斜が急になる。閉塞用の溝からこ

の角度を変える部分の両側には、比較的平坦な部分がつくられている。

第 7図 17~21の土器のうち 17 . 18 . 20・21は耕作土下から、 19は覆土上層から出土した。

3号墓(第 5図)

開墾により玄室の天井・壁・掘り方、羨道の天井が破壊され、遺物も大部分が持ち出された。

玄室 長さ1.16m、最大幅2.06mを測る。現存する天井の高さ70cmを測る O 玄室の天井の高さは、

1m前後と推定される。玄室の断面形は、 ドーム形と考えられる O

副葬品 ガラス小玉が玄室の左前半から29点、左奥半から 1点、墓道から 2点出土している O

羨道 幅80cm、長さは左壁で、38cm、右壁で、27cmを測る。羨門部分には、ごく短い排水溝がある。

閉塞施設 閉塞施設と考えられるのは、上端の幅23cm、下端の幅15cm、長さ98cmの溝で、ある O 羨道掘

り方底面からの深さ 9cmを測る。この講の中央から墓道方向に排水溝が延びている。この溝の墓道側

から検出された岩のブロックは、 1号墓・ 2号墓と同じ用途に使用されたものと考えられる。

墓道 閉塞用の溝から50cmほどの両側には、比較的平坦な部分がつくられている。

墳丘状遺構(第 2図)

横穴墓の上の尾根を墳丘状遺構としたが、削り出しゃ盛り土により整形されているわけで、はない。

第 8図-22の土器が、表皮層(腐植土)中から出土した。23・24は、表皮層・表皮層下から出土した。

3 .遺物の概要

遺物には、土器、鉄製品、ガラス玉がある。

土器(第 6図~第 8図)

1の注口部には、打ち欠いた痕跡がある。 2の底部外面には、 IXJのヘラ記号がある。 5と9は、

セットになる可能性が高い。 9の底部外面には、 II I Jのヘラ記号がある o 11の底部内面には、当て

具の痕跡状のものが残る。15は、土師器の取っ手である。16は、特殊な器種の破片の可能性がある。

17・18の天井部内面には、当て具と思われる痕跡が残り、 18の天井部外面にはヘラ記号がある。22は、

器表がほとんど剥落している o 23・24は、土師器高杯の脚部である。

鉄製品(第 9図)

1は、完存する万子で、切先が錆で癌状に膨らんでいる o 2の万子は、使用により刃がすり減って

いる O 関部に鍋がはめられれている。 3. 4・6は、万子の破片である。 5は鉄鉱の鎌身である。

玉類(第10図)

1~4 は、 2 号墓出土、 5 ~36は、 3 号墓出土である 。 2 号墓出土のガラス小玉は、直径 3 mm~ 4 mm、

厚さ 2mm~ 3 mm。色調は、 青色、水色を呈する。 3号墓出土は、直径 3mm~ 4 mm、厚さ 2 阻~3mm。 色

調は、黄色を呈するもの 1点で、他はすべて水色を呈する O
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図版 1

横穴墓群全景(南東から)

1号墓全景(東から)



図版 2

1号墓閉塞状況

(墓道から)芋でみよEム比一」-s p ・ 4 司 ‘争 ア一一 -=-，，--"- 脅

1号墓玄室内遺物
(左壁から)

1号墓墓道遺物
(墓道先端から)



図版 3

I 

1号墓玄室内工具痕
(左壁から)

1号墓閉塞施設
(墓道から)

1号墓排水溝
(墓道から)



1号墓墓道
(玄室から)

2号墓閉塞状況
(右壁方向から)

図 版 4
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2号墓全景
(奥壁方向から)

3号墓閉塞状況
(右壁方向から)

3号墓玄室
(墓道から)

図版 6
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図版 8
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図版 9
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W 浅間神社古墳群 3号墳

1 .調査の概要

「浅間神社古墳群」は、 3基から成る古墳群と遺跡地図・地名表に記載があり、 3基を調査対象と

した。 1号墳・ 2号墳は、 トレンチによる試掘を行ったが、古墳ではなかった。

遺跡地名表に従い「浅間神社古墳群 3号墳」という名称で記述するが、単独 1基の古墳である。

調査は、樹木の抜開後、人力で表土を除去した。調査に際し、墳頂部と古墳北側の尾根切断の溝を

結んだラインを基準線にして、 5m方眼のグリッドを設定した。基準線は、座標の北から西に約10度

30分振れている。

現地での図面は、遺構・遺物を10分の 1と20分の lの縮尺で適宜作成した。写真撮影は、 6x 7カ

メラ 1台と35rnrnカメラ 2台(カラーフィルム用とカラーリバーサル用)を用いた。

平成 8年12月18日から平成 9年8月14日まで、現地調査を行った。

2.遺構の概要

古墳は、南東から北西に延びる尾根上につくられていて、水田面との比高差約39mを測る。

古墳は、開墾により南東隅 4分の lほどを削り取られていたり、墳丘に撹乱が入っていたりしたが、

主体部は未掘であった。古墳は造出しが付く円墳である。

墳丘(第 2図)

古墳は、東西37.5m、南北41.5m、高さ7.3mの円墳で、地山を削り出してつくられている O 平野部

から死角となる東側の裾は、 2.3mほど削り残されていて、造出しとなる。ほほ同じ高さの墳丘南側の

斜面と北側の斜面には、幅0.7m~lmのテラスが存在する 。

墳頂部の規模は、東西11m、南北10mの楕円形を呈する。墳頂部は、主体部の北側と南側では、北

側の地山が10crnほど高くなっている。低い南側に、 2 crn~ 3 crn大の岩(堆積砂)のブロックを多く 含

み、固くしまった暗黄灰色土が見られた。この土は、高低差を解消するための盛り土の可能性が高い。

テラスは、南側と北側に存在するが、北側のテラスの方が10crnほど南側テラスより高くなっている O

西側は、このテラスと同じ高さあたりに緩斜面があり、テラスが存在した可能性がある。北東部分は、

丘陵の斜面にあたり、テラスは存在しない。東側は、北側テラスと同じ高さで造出しと考えられる平

坦面に移行する。この平坦面は、約 5度の傾斜で9.8m続き、その先は、約11度の傾斜となる。造出し

と考えられる平坦面の北端には、近世~近代の山道と考えられる溝状遺構がある。

裾は、西側に明瞭に認められ、幅2.25mの平坦な面が削り出されている O 北側の尾根切断の溝底は、

西側裾より 10crnほど低い。

溝 溝は、底面の幅2.3m~2.4m を測る 。 尾根を1.35mほど掘り下げて溝としている様子は、あたか

も切り割りのようである。覆土は、上から表皮層及び、表土層が10crnの厚さで、その下に灰褐色土が

20crn、黒色士が30crn、灰褐色士が17crn、黄灰色士が14crn、最下層は明灰色土が 8crnの厚さで堆積して

いた。

主体部(第 3図・第 4図)

主体部は、墳頂部の中央から検出された。墳頂部の厚さ14crnの表土層を除去すると地山が現れ、掘

り方を確認できた。墳頂部に盛り土がある部分では、 主体部の覆土の上に盛り土が施されているよう
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に士層断面では観察された。確認面の規模は、長さ9.06m、幅は東端に近いEE〆部分で2.47m、中

央DD' 部分で2.54m、西端BB' で2.97mを測る O 長軸方向の方位は、 N-860 
- Eである。

掘り方は、 2段に掘られていて、上段と下段の間には、幅13cm-28cmの平坦面がある。平坦面は、

東端と西端で幅広くなり、東端で、70cm、西端の南側で、87cm、北側で'43cmを測る。

下段は、長さ7.48m、幅は EE' 部分で、87cm、DD' 部分で、86cm、BB' 部分で、88cmを測る O 下場

の幅は、 EE'部分で50cm、DD'部分で37cm、BB' 部分で43cmを測り、西端は東端に比べて幅が

狭くなる。下段の掘り方底面は、 CC〆と EE'部分で、円みを帯びるが、 BB〆の底面は平坦で、ある O

底面は多少の凹凸はあるが、水平である。排水溝は、存在しない。

覆土は、底面の直上に 2cm-3cm大の岩のブロックが多く混入する暗黄灰色土(8層)がある O

CC'断面にかかる鉄鉱は、この 8層中に存在したと思われる。 8層の上に暗黄褐色士(5'層)が

ある O その上に灰褐色士、黄褐色士、最上層に黒色土が堆積する O 覆土は、掘削した土を埋め戻しに

使用しているため、岩のブロックを多量に含んでいる。粘土は、全く使用されていない。

C C' 断面の 2層中の埴輪片は、円筒埴輪の口縁部破片である O 主体部のほぼ全域の覆土上層から、

円筒埴輪の破片が出土している O 主体部東端の覆土中からは、円筒埴輪の破片に加え壷形土器の破片

が出土している。

主体部遺物出土状況(第 3図)

第 3図下の赤で表示した鉄製品は、主体部掘削中に出土した遺物である。木棺の規模・位置は明ら

かにできなかったが、掘り方との位置関係、高さから棺の上・棺の外に供えられた遺物と判断してい

る。 7の鉄鉱は、東側平坦面の掘り方から10cm程度浮いた状態で、出土した。縦断面の土層の観察では、

平坦面を先に埋め戻し、後に棺を埋めているように観察された。44の鎌は、農・工・漁具集中地点に

接した部分から出土したが、他の農・工・漁具より 10cm以上高いレベルから出土している O 鉄鉱山本

は、下段の掘り方の肩から出土した。鍛は、一定の方向を向くということはない。 12の鎌の有機質と

したのは、箆と考えられる。 16の鉄鉱は、掘り方の底面から20cm以上浮いた状態で、あった。

第7図の黒で表示した鉄製品が、掘り方底面近くから出土したもので、棺と同じレベルと考えられ

るi童物である。

32の鉄剣は、掘り方の中央方向に傾いていて、壁に沿ってずり落ちたような印象を受ける O 茎は、

途中から 2つに折れていた。35の万子切先は、 32の上に乗っていた。 2・4・6. 18の鉄鉱は、掘り

方の底面から10cm以上浮いていた。鍛の向きは、 一定ではない。農・工・漁具は、上層から万子、鉄

斧、鍬先、やす、釣り針が出土し、中層から、鉄斧、鎌、鍬先、鋸、釣り針が出土した。釣り針60は、

59の鋸の下に入っていた。下層からは、工具である錨、撃、錐が出土した。これらの農・工・漁具は、

密に重なり合って出土している O

埴輪出土状況(第 5図~第 7図)

埴輪は、墳頂部と裾から検出されたが、テラスから据えられた状態で検出されたものはない。埴輪

は、墳頂部と裾に据えられていた可能性が高く、埴輪を据えるための掘り方と断定できるものはない。

墳頂部(第 5図)

墳頂部は、すでに削平を受けていて、埴輪は、北側の端に沿って、基部の細片化したものが検出さ

れたにすぎない。検出された埴輪聞の距離は、埴輪の中心から中心で、 11・14聞が1.75m、14・8聞

が1.45m、 8.15聞が1.1mを測り、 15と4は隣接する O 埴輪には、円筒埴輪、朝顔形円筒埴輪がある。

西側裾(第 6図)

西側の裾は、削平を受けることもなく残存状況は良好で、あったが、据えられた状態で検出された埴
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輪はない。29の円筒埴輪は、裾近くの墳丘に堆積した土の中から口縁部を下に向けた状態で検出され

た。36の埴輪は、散乱した状態で検出されたが、復元すると口縁部の 2分の lを欠損する程度で¥残

存状況は良好であった。墳頂部から転落してきた埴輪が、広範囲に散乱することなしこのように良

好な状況で検出されるものか疑問が残るところである。

北側裾

北側裾や溝内から円筒埴輪、朝顔形円筒埴輪の破片が多く出土したが、据えられた状態で検出され

たものはない。60の形象埴輪の破片と考えられるものは、溝の東端から出土した。

東側裾(第 7図)

東側裾から1.2m~ 1. 45mの距離をおいた場所から埴輪の基部が、 4個体検出された。埴輪間の距

離は、埴輪の中心から中心で、 59・55聞が2.3m、55・58聞が1.05m、58・57聞が1.1mを測る。59・55

間には、もう 1個体存在した可能性が高い。

57の北西 1mのところから楕円形の浅い窪みが検出された。埴輪を据えた痕跡の可能性がある。57

の埴輪からは、掘り方状のものが検出された。

3.遺物の概要

出土遺物には、埴輪、土器、鉄製品がある。

埴輪 (第 8図~第14図)

第8図-1 ~第 9 図 -19までは、墳頂部出土である O 第 9 図 -20~第10図 -27は、墳頂部から転落

したと考えられるものである。第10図 28・29、第11図 36~第12図 -46は、西側の裾近くの墳丘や

裾から出土したものである 。 第11図 -30~35は、墳頂部から転落したと考えられるものである 。 第13

図 -47~54は、北側裾、溝から出土したものである O 第14図- 55~59は、東側裾から出土したもので

ある。60は溝東端から、 61は西側裾から出土した。

円筒埴輪

円筒埴輪で全形を復元し得るものは、第10図-28 . 29、第11図-36、第14図 55がある。28は、口

縁部径26.0cm、底部径17.0cm、器高41.5cmを測る。29は、口縁部径26.2cm、底部径17.0cm、器高41.8 

cmを測る o 36は、口縁部径27.9cm、底部径18.6cm、器高42.35cmを測る o 55は、口縁部径24.0cm、底部

径18.0cm、器高42.55cmを測る o 4個体とも、黒斑がある。28は、基部下半に縦ハケ目を残し、 2段目・

3段目に横ハケ目を施す。ハケ目は、 1cmの中に3.5~ 4本の条線がある。口縁部の内面に横ハケ目

を施す。29のハケ日は、 1cmの中に 3~3.5本の条線がある 。 36の横ハケ目は、半周程度連続して施さ

れている。基部は、下端に縦ハケ目を残し、残りに横ハケ目を施す。横ハケ目は、 2回にわたって行

われている。ハケ目は、 1cm に 3~4 本の条線がある 。 55のハケ目は、 1 cm に3.5~ 4本の条線がある。

底部内面に指頭圧痕が残り、内面上端は突帯あたりまで横ハケ目を施す。37は、底部を欠損するが、

調整は良好に残る。基部は、縦ハケ目だけで横ハケ目は施されない。ハケ日の条線は、 1cm に3.5~4

本がある。 2段目の横ハケ日は、上、中、下の 3回にわたり施されているように観察される。ハケ目

は、 6分の l周ほどで静止した痕跡がある。外面に赤彩がかすかに残る。

円筒埴輪の口縁部の径は、 61の21.4cmが最小、 38の36.2cmが最大で、 25cm~27cmに収まるものが多

い。口縁部の形態は、度合いに差があるが、すべて外反する。21は、垂直に立ち上がり、口縁部端部

だけ外反させるもので、異彩を放つ。61の埴輪は、器表の剥落があるが、当初から器壁が薄くつくら

れていたと考えられる。
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突帯の高さは、 1cmを超えるものはなく、透かし孔は、円形または楕円形を呈する O

朝顔形円筒埴輪

朝顔形円筒埴輪で、図示で、きるものはきわめて少ない。

1 . 2・19・24・27・42・54は、口縁部である o 1は、外面の突帯から下を欠損するが、欠損する

部分で屈曲させている可能性がある o 24は、口縁部が直線的にのび、端部だけを外反させている O 外

面に赤彩が残る o 42は、口縁部が外反し、突帯のところでわずかに屈曲する。突帯の断面は、四角形

を呈する。内面に赤彩が残る。口縁部の径は、 1が42.5cm、24が41.9cm、42が37.0cmを測る。朝顔形

円筒埴輪の口縁部の調整は、外面に縦ハケ目、内面は横ハケ目が施される O

25は、胴部から頚部まで残り、長方形の透かし孔が 2方向に開けられる O 頚部の突帯から下にナデ

調整が施され、肩部には横ハケ日が施される。胴部外面には、横ハケ日が施される O ハケ日の条線は、

1 cmに4本である o 26の頚部の突帯から下はナデ調整が施され、肩部には横ハケ目が施される。外面

に赤彩の痕跡が残る o 43の頚部突帯の直下には縦ハケ目の痕跡が残り、その下に横ハケ目が施される O

26・43には、長方形と考えられる透かし孔の一辺が残る O

形象埴輪

60は、形象埴輪の破片と考えられる。外面のハケ目は、ナデによりほとんど消えかけている。内面

は、ナデ調整が施される。形象埴輪と考えられる破片は、この 1点だけである。

埴輪

円筒か朝顔形円筒か区別のつかない埴輪の基部の底部径は、次のとおりである O

墳頂部出土の埴輪は、最小が17の15.6cm、最大が 3の21.8cm、18.2cm~20. 8cmに収まるものが多く、

東側裾出土の埴輪では、 57が20.5cm、58. 59は18.6cmである O

透かし孔は、円形または楕円形の透かし孔と考えられるものが、 49~51に見られる O

その他特徴的なものをあげると、 57の底部近くの外面に幅 3mmの紐状の圧痕が付着する o 58の内面

には縦方向の指ナデが施される O

土器(第15図)

1は、南側テラスから出土した土師器査で、口径12.5cm、最大径12.8cm、器高13.85cmを測る O 底部

は、小さく不安定な形状である O 器表はほとんど剥落しているが、内面頚部に斜めのハケ目が残る。

2の土師器壷は、 12-7 G区、近世以降の溝の北側斜面から出土した。口径18.6cm、最大径24.4cmを

測る O 底部が小さく不安定な形状である。 内外面にハケ目を施す。 3は、東側裾の墳正近くから出土

した土師器高杯の脚部である。 4は、墳丘の北東斜面から出土した須恵器の小破片で、蓋類と考えら

れる o 5は、北側溝の覆土から出土した須恵器の小破片で、蓋類と考えられる。 6と7は、北西裾付

近から出土した土器の破片である o 6の口縁部外面には、ヘラ状工具により 三角押文が施される。体

部外面には、半裁竹管状工具による平行沈線文が施される O 内面には、板ナデ状のナデ痕が残る。 6

の外面には、半裁竹管状工具による平行沈線文が施される O 内面には、板ナデ状のナデ痕が残る o 5・

6は、同一個体と考えられ、縄文時代後期前半に位置づけられる。

鉄製品(第16図~第四図)

鉄製品は、すべて主体部から出土したものである。

剣 1、鎌28以上、万子 3、斧 6、鎌 3、鍬先 2、錨 2、撃 3、錐 2、撃または錐 4、鋸 1、釣り針

3、やす 1、不明 1がある O

この古墳は、出土遺物から、古墳時代中期前半に位置づけられる。
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第 1図位置図
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)は現存

No 器種名
全長 身長 身幅 箆被 茎長 重量

イ蒲 考
(cm) (cm) (cm) (cm) (cm) ( g ) 

1 幸夫 鍛 (6.2) 3.7 1.4 3.1 (0.4) 7.1 

2 主失 鍛 7.5 3.6 1.4 3.0 1.8 6.5 

3 五失 鍛 8.1 3.6 1.6 6.5 1.6 9.6 

4 主失 鎌 7.8 (3.4) 1.3 3.3 (2.0) 12.2 

5 鉄 鍛 (7.4) 3.5 1.5 3.4 (1.7) 9.4 

6 鉄 鍛 (6.9) 3.4 1.3 3.1 (1.3) 6.9 

7 会主 封産 7.5 3.2 1.4 2.7 2.7 8.8 

8 量生 銑 7.4 (3.1) 1.4 3.0 2.0 10.0 

9 主失 鍛 8.8 3.5 1.7 3.7 1.9 

10 鉄 鍛 8.5 3.2 1.6 2.9 3.3 21.4 

11 主失 鍛 7.9 (3.5) 1.3 2.3 2.6 6.9 

12 主失 鍛 (7.6) (2.9) 1.3 2.8 3.0 6.1 

13 鉄 銑 (7.3) (3.0) 1.4 2.6 2.5 8.0 

14 鉄 鍛 (8.1) (2.9) 1.3 2.3 (3.8) 8.6 

15 主主 鎌 (8.9) (1.8) 1.5 3.8 (4.0) 12.0 

16 主主 鎌 (8.8) (3.2) 1.5 2.7 (3.7) 11.0 

17 鉄 鍛 (6.1) 3.8 1.4 3.2 8.1 

18 主失 鎌 (4.6) 3.9 1.3 (1.5) 5.3 

19 鉄 鉱 11.8 5.7 1.2 1.4 4.7 10.0 

20 主主 鎌 8.9 5.9 1.5 1.5 1.5 11.8 

21 主失 鉱 (7.3) 5.8 1.3 1.2 (0.3) 12.2 

22 主主 銑 (8.9) 5.8 1.5 1.2 (1.9) 14.0 

23 鉄 鍛 (7.6) 5.7 1.4 1.5 (0.4) 9.9 

24 鉄 鎌 10.7 5.6 1.2 1.4 3.7 8.4 

25 主夫 鍛 (7.7) (5.4) 1.3 1.5 (0.8) 9.9 

26 主失 鍛 9.0 4.3 1.3 1.5 3.2 7.0 

27 鉄 銑 (4.8) (4.8) 1.3 5.9 

28 鉄 鍛 (1.9 ) (1.9) 1.2 0.9 

29 鉄 鍛 (4.9) (1.2) (3.7) 4.9 

30 主主 鍛 (3.5) 3.5 1.7 

31 鉄 鉱 (1.9 ) (1.9) 0.4 

第 1表鉄製品法量表(1)
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)は現存

No 器種名
全 長 中高 重量 二支宝三ー 長 茎尻幅 袋部幅 袋部厚

イ蒲 考
(cm) (cm) ( g ) (cm) (cm) (cm) (cm) 

32 鉄 剣 70.7 4.1 311.0 15.4 1.6 目釘孔 2

33 万 子 10.6 1.6 16.0 (3.5) 刃側闘を境に身・茎を区分

34 刀 子 8.5 1.6 13.0 (2.0) 刃側関を境に身・茎を区分

35 万 子 6.8 1.2 8.0 (1.9) 刃側関を境に身・茎を区分

36 ま失 斧 10.4 4.3 176.0 3.2 2.7 

37 ま失 斧 8.6 4.7 110.0 2.8 2.2 

38 幸夫 斧 7.9 2.7 60.0 2.5 2.0 

39 主失 斧 7.2 2.7 55.0 2.3 1.9 

40 鉄 斧 7.0 3.4 46.8 2.3 1.9 

41 鉄 斧 5.9 3.3 36.6 2.2 1.7 

42 卦大 先 3.8 6.1 18.0 

43 鍬 先 3.9 6.1 20.6 

44 鎌 (8.1) 2.8 10.2 直刃鎌

45 鎌 (9.25) 2.3 14.0 直刃鎌

46 鎌 (7.3) 2.6 10.8 直刃鎌

47 主主 (10.5) 1.0 16.0 

48 錨 (7.9) 0.8 6.5 

49 撃 10.1 0.8 10.4 

50 撃 8.4 1.0 13.8 

51 撃 (8.6) 0.8 9.6 

52 告住 10.0 0.7 6.6 

53 室生 (6.6) 0.7 4.4 

54 撃又は錐 (3.8) 0.9 2.5 

55 撃又は錐 (2.9) 0.9 1.2 

56 撃又は錐 (1.4) 1.0 0.8 

57 撃又は錐 (1.2) (0.6) 0.6 

58 不 明 (1.5) 0.7 0.3 

59 鋸 9.9 3.2 25.6 

60 釣り針 5.9 2.9 。0.5cm
61 釣り針 5.7 2.9 4.9 ゆ0.5cm

62 釣り針 5.4 1.9 2.8 ゆO.4cm

63 や す 21.2 4.9 148.0 φ1.0cm 

第 2表 鉄製品法量表(2)
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V 前山横穴墓群

1 .調査の概要

向山横穴墓群が尾根に近い高い位置につくられていたことから、長谷土地区画整理用地内を踏査し、

確認調査を実施し、前山横穴墓群を発見した。調査は、人力で表土を除去し、横穴墓の掘削を行った。

尾根上は、横穴墓に伴う祭把場の可能性があり、調査の対象とした。調査区の軸は、尾根上は地形に

合わせ、横穴墓はそれぞれの主軸を設定し、最終的に一つの図面に合成できるようにした。

現地での図面は、遺構図を20分の lの縮尺で、詳細図を10分の 1の縮尺と原すで適宜作成した。写

真撮影は、 6x 7カメラ 1台と35mmカメラ 2台(カラーフィルム用とカラーリバーサル用)を用いた。

平成 9年4月15日から平成 9年8月14日まで、現地調査を行った。

2.遺構の概要

横穴墓群は、尾根から5.5m~7. 3mlまど下がった東斜面にそれぞれ単独で、つくられた 4基から成る。

1 号墓~3 号墓までが等間隔で並び、主軸方位もほぼ同じとなる 。 4 号墓は他と 主軸方位を異にする 。

墳丘状遺構(第 3図)

墳E状遺構の南側と北側に、溝が存在する。南溝は、尾根を切断する溝で、確認面の幅2.35m、深

さ0.93mを測る。北溝の東端は明瞭ではない。溝は、南西に傾斜している。撹乱を受けていて、幅は

不明で、ある。深さは、 48cmを測る。溝の北側に寄って士師器が出土している O

南東の高い部分は、木の根を掘り残した場所である。墳丘状遺構は、直径8.6mを測る円形を呈する。

1号墓(第 4図)

1号墓は、 4基の中で一番低い位置にある横穴墓で全長7.40mを測り、玄室、羨道、墓道から成る。

玄室 長さ2.40mを測り、幅は、奥壁近 くが最大となり 2.70mを測る。玄門に向かい幅を狭め、前壁

部分で1.36mとなる O 天井の高さは、 1m前後で、はないかと推定される O 玄室の断面形は、 ドーム形

と考えられる 。 右壁には、幅 7cm~9cmの工具痕が、奥壁には幅約10cmの工具痕が残っていた。

副葬品 副葬品は、鉄製品(万子 3、鉄鉱1)、玉類(石製管玉 8、ガラス小玉15)がある。玉類は、

人骨の周囲から出土した。人骨は、天井の崩落により散乱した状態であった。

羨道推定の幅50cm、推定の長さ50cm、推定の高さ84cmである。

閉塞 閉塞には、礁が使用されていた。閉塞の下部は、岩(堆積砂)のブロックと礁の小破片が混じ

り、固くしまっていた。そこに扇平な礁を敷き、さらにその上に幅75cm、高さ60cm、厚さ20cmの扇平

な離を立てて塞いでいた。そして、その立てた礁を外から礁で押さえるというものであった。

墓道の閉塞石の前面から、第10図 -1~5 の土器が出土した。 これらの土器は、掘り方底面から

20cm以上浮いた状態で、あった。ある時期の墓前祭の状況を示していると考えられる。

2号墓(第 5図)

横穴墓はv 全長4.44mを測り、玄室、羨道、閉塞施設、墓道から成る。

玄室 長さl.77m、最大幅2.62mを測る整った隅丸長方形を呈する。天井は、すでに崩落していて、

高さは不明で、ある。断面形は、 ドーム形と考えられる。玄門の左右に排水溝をつくる。壁面は、幅 8

cm前後の刃先が湾曲する工具によりきれいに削り仕上げが行われている O

副葬品 玄室内から土器 1点、鉄製品(小万・鉄鉱・万子・両頭金具)、玉類84点(石製管玉12、ガラ

-78一



ス小玉72) が出土した。土器は左壁沿いから、小万は奥壁沿いから出土している。玉類は、石製管玉

が中央付近から、ガラス小玉は奥壁沿いから出土している。

羨道 玄門の幅79cm、羨門の幅50cm、長さは左壁で、56cm、右壁で、48cmを測る。短羨道である。天井の

高さは、 90cm前後と推定される O

閉塞施設 閉塞施設と考えられるものは、羨門部の掘り方底面に掘られた 4cmの段差で、この段差の

墓道側から岩(堆積砂)のブロックが検出された。

墓道 羨門から40cmほどは平坦で、あるが、そこから先は約19度の傾斜となる。

3号墓(第 6図・第 7図)

3号墓は、 4基の横穴墓の中で最も高い位置につくられていた。

玄室 長さ1.36m、最大幅2.30mを測る O 天井は、玄門部分が最も高く 93cmを測り、奥壁部分で、50cm

となる。奥壁が直立気味に立ち上がり、天井が玄門に向かい高くなるなど、変則的なドーム形といえ

るO 玄門部分の左右と中央から、排水溝が延びている O 掘り方、壁面、天井は、ほとんど工具痕を残

さず、きれいに仕上げられている O

副葬品 掘り方底面から20cm~30cmほど浮いた高さから、須恵器の破片、鉄製大万の破片、礁が検出

された。第 7図は、その下の掘り方底面近くから検出された遺物等を示したものである O 土器は、右

壁際から出土した。鉄製品は奥壁際から破損した状態で、一部右壁際の土器の周辺から出土した。ガ

ラス小玉47点は、玄室左半から集中して出土した。中央左壁寄りから礁が 1点検出され、その礁の下

から玉が出土したり、鉄製品が破損していて、玄室内は撹乱を受けている可能性がある O

羨道 幅1.03m、高さ1.06mの正方形で、他の横穴墓の羨門に比べ幅広くつくられている。長さは左

壁で、32cm、右壁で'17cmを測る。短羨道である O

閉塞施設 閉塞施設と考えられるのは、上端の幅15cm、下端の幅10cm、長さ1.13mの溝で、中央が一

段深く掘られていて、そこから排水溝が墓道に延び、ている O 木板で塞いだ時にここから排水できるよ

うに、一段深くしてあると考えられる O この一段深くなった部分で、羨道掘り方からの深さ18cmを測

るO この溝の墓道側から多量の岩のブロックと少量の礁が検出された。これらの岩のブロックと礁は、

溝に木板を立てて外から押さえるために使用されたものと考えられる。

墓道 排水溝の上を中心にして 5cm~20cmの大きさの礁が検出された。排水溝の蓋として使用された

と考えられるが、墓道の側壁に沿ったところからも検出されていて、墓道全体の疎敷きを意図した可

能性もある O 墓道の先端付近からは、第10図 -11~第11図 -22の土器がまとまって出土した。 14の杯

身は21の杯部に、 11の杯蓋は17の杯部に、 13の杯身は19の杯部に、 12の杯身は20の杯部に入れられて

いた。第7図のエレベーション図で黒く塗りつぶしであるのが、土器である。蝶との聞に間層が存在

することから、築造後のある時期の祭把に伴う遺物であることが判明する O 羨門近くの両壁沿いに平

坦な部分がつくられている。

4号墓(第 8図・第 9図)

4号墓は、他の 3基と主軸方位を異にする。横穴墓は、全長8.06mで、ある O

玄室 長さ1.87m、最大幅2.66m、天井の高さ1.10mを測る O 断面形は、ドーム形である O 掘り方底

面と壁の境は、稜がつき明瞭で、ある O 天井と壁面には、円形の工具痕が無数に残る。

副葬品 玄室内から土器、鉄製品、ガラス小玉28点が出土した。土器は、中央と左壁沿いから、鉄製

品は左奥半から出土した。玉類は、玄室内を 4分割した左奥半と右前半の区画から出土した。

羨道羨道は、幅66cm、高さ98cm、長さは左壁で、58cm、右壁で、61cmを測る。短羨道である O

閉塞施設 羨門の壁と天井に幅15cm~20cm、奥行き 20cmの彫り込みが存在した。 ここに木板をはめ込

Q
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ヴ
d



むものと考えられる。この部分の外側から岩のブロックが検出されていて、木板を外から押さえるた

めに使用されたものと考えられる。

墓道 羨門外の掘り方底面から70cmほど浮いた状態で、第11図-29の須恵器壷が出土した。築造後の

ある時期の墓前祭に伴う遺物と考えられる O 墓道先端から出土した第11図-31の土師器高杯は、 3号

墓の墓道からの転落と考えられる。

3.遺物の概要

遺物には、土器、鉄製品、玉類がある O

土器(第10図・第11図)

1~5 は 1 号墓墓道、 6 は 2 号墓玄室、 7 ~10は 3 号墓玄室、 11~22は 3 号墓墓道、 23~28は 4 号

墓玄室、 29~31は 4 号墓墓道、 32 ・ 33は墳丘状遺構の周溝から出土した。これらの土器のうち、 6 ・

9 ・ 10 ・ 15~22 ・ 31~33は、土師器である O

1は、口縁部に明瞭な段を持ち、天井部外面に赤彩を施す。2は、 4とセットになる可能性が高い。

5は、有蓋高坪の杯部である o 7は、口径が小さく、器高が高いという特徴がある。天井部内面に当

て具痕が残る。 8の無蓋高杯の脚部には円形の透かしが 3方にある o 9 . 10は、土師器杯のセットの

可能性がある o 3号墓墓道出土の土師器高杯は、器壁を薄くつくる15・16・18と、器壁が厚く横ナデ

を施す19~21の 2 タイプに分類可能で、ある 。 23の杯蓋は、 24の身とセットになる可能性が高い。 27の

広口査は、頭部の中ほどに 2条の沈線を巡らし、その上下に波状文を施す。頚部下半から体部にカキ

目を施す。底部外面には、タタキ目が付く 。30は、壷の口縁部と考えられる。

鉄製品(第12図・第13図)

1~4 は 1 号墓玄室、 5 ~27は 2 号墓玄室、 28~37は 3 号墓玄室、 38は 4 号墓玄室から出土した。

1の鉄鉱は、頭部・茎部を欠損する o 2の万子は、現存長16.8cmを測る。切先を欠損する o 3の万

子は、全長8.3cmを測る。 5の腸扶三角形鉱は、全長13.2cmを測り、逆刺を欠損する o 6の長三角形鎌

は、全長13.4cm、鍛身の長さ2.4cmを測る o 18の三角形織は、全長14.0cm、鍛身の長さ4.6cmを測る o 22 

の小万は、全長34.8cmを測る。背側の関は明瞭に観察できるが、刃側の関は明瞭ではない。刃部の幅

は、切先近くで2.1cm、関近くで2.8cmを測る O 茎に目釘と考えられる錆の盛り上がりがある。23の万

子は、刃部を欠損する。 24の万子は、切先を欠損するほかは完存であるが、錆に覆われていて詳細は

不明で、ある o 25は、万子の刃部で、木質が付着している。26・27は、両頭金具である o 28・29は、鍛

身で、 30は搬の茎である o 31 ~33は、万子の破片と考えられる。 34は、小万の茎と考えられる o 35~ 

37は、大万の破片である o 38は、鉄棒を曲げたもので、輪と足に有機質あるいは木質が残る O

玉類(第14図)

1 ~20は 1 号墓玄室、 21~40は 2 号墓玄室、 41~60は 3 号墓玄室、 61~70は 4 号墓玄室出土である。

1号墓から出土したガラス小玉は、直径6.5mm~ 8 mm、厚さ 4mm~ 6 mm、色調が紺色を呈するものと、

直径2.5mm~ 4 mm、厚さ1.5mm~ 4 mm、色調が青色、緑色、水色を呈するものの 2種類に分けられる。

2号墓出土のガラス小玉は、直径2.5mm~ 4 mm、厚さ1.5mm~ 3 mm、色調は紺色、青色、水色、黄色を

呈する o 3号墓出土のガラス小玉は、直径5.5mm~ 7 mm、厚さ 3mm~ 6 mm、色調は紺色、 青色、水色を

呈するが、 1点だけ直径4mm、厚さ 2mm、色調黄色を呈するものが混じる。 4号墓出土のガラス小玉

は、直径 3mm~ 5 mm、厚さ1.5mm~3. 5mm、色調は紺色、 青色、青緑色、黄色を呈するが、 1点だけ直

径 8mm、厚さ 5mm、色調が紺色を呈するものが混じる。

-80一





~ 

。」一一一一一一

第 2図横穴募群全体図

-82-



Q 
b 

---.!L ~ 

O 
A. S. L=54. 200m 

2m 

第 3図墳正状遺構実測図

q
J
 。。



，，
 

，，
 

J
 '

 

、、、
'-ーーー【『

A-

九 fグそミ弘、、

¥暗転工}ιe ¥¥. r何 ~ ~. 

¥ 
ノ//〆 、、 』 ノ'

4 
4 

、、、、、

8 g 

十 + 

.=管玉
・=ガラス小玉

O 
A. S L=47. 200m ~ 

2m 

第 4図 1号墓実測図

84 



...i:L 

fF副」イ

す((ーが
fす\ ~~ 

、-ー~ ---.:::こここζン---

....f>L. 

、b

g 

十 十

4 o
l
 

m
 

l
a

‘。lst

n
H
v

u

m

 

n
M
u
 

aa守
a
E
L
 

ρ

、uv

a
A
H
 

玉ス
玉
ラ

管
ガ

第 5図 2号墓実測図

戸

h
d。。

g 

1m 



+ 

A 

A 
g 

g 

1 
十

j) 

第 6図

十

O 
A. S. L=49. OOOm 

3号墓実測図(1)

-86 

+ 

A 

A 
百一

g 

1m 



ー企一 A 

A
U
D↑
 

ι

vku大
(
@
J
W
∞

底
的
ぺ

A

一g

会;

g 包

十 + 

υ1 
・=ガラス小玉 亡コ=岩のブロック A. S. L=48. 900h1 

第 7図 3号墓実測図(2)

門

i
口

δ



A A 

e<っ

ーー ¥¥  

σ 子主ーζ
-1) 

c 

A 
g 

A ' a--

g
 ，

 
e
 

g g 

+ 

q 

日刊

， 
1 

1 

2m O 
A. S， L=47 600m 

4号墓実測図(1)

88 

第 8図



A 

A 
---g-

vぷ)向

V
。記

b 

zcbロ

ベ

g 

A 

A' 
百一

g 

A， S， L=47. 600m 

O 1m 

第 9図 4号墓実測図(2)

-89一



cl:~，(ノーγ~~

f宅37
8 

K三~11
ミ=~d\ 〉

16 17 

19 20 

第10図土器実測図(1)

-90一

6 

ど寸、g

にユA

O 

15 

18 

童三喜三重喜

21 

10cm 



22 

ι 25 

I!u 

29 

一々一→ r 
第11図土器実測図(2)

-91一

23 

， ， 

に~v.

号 LJ

27 

。 10cm 



/¥ 

l-〈三三き

三三一ヶ三

~ ~ 
1¥../ 斗

ーと士〉 ー

8 
I I 

ーとさう

-0 

-cご〉

Q
d
 

ーとコ

ロ
5

i 1 

1-1 16 ~三ヨ二木質

〈ヰ二三 ~←:=>~ 
V 

ー〈コ

一〈二二ご二二〉

一恒三二三》

- ζコ

ζ〉

-.ご〉

I I 

-c:::ニョ -1!-O 

-U7 
o 

18 

第12図鉄製品実測図(1)

-0  

21 

10cm 

-92 



タ三三三A ー~\ Jシ22
¥--- 'ー〈

([b Q ~ ~ 〈日

O 
y -巴二ュイ5 c三)a二:DQ

ム26b

パハ
u

ー

ハハ
U
一

23 

ヱ二三フ32

O 

「一一一一 I~\ J一一-
L=---==ーァ一一一丁一手~

v 0 

R 
U 

o 

37 

-0 

D 
22・35・36・37=1・4

E三ヨ=木質 o Eご己=有機質あるいは木賞

第13図鉄製品実測図(2)

-93 

フ

O 
U 

36 

38 

10cm 



@ @ 。@ @ 
θ ① @ @ @ 

。6 CID7 ① 8 
江D9 CIDlO 

① 1 白 2 CID3 ① 4 句)5
①1 ① G ⑦ 

① 。⑦ 

@ ① 匂

。11 CID 12 回 13

o 管玉用 5c円、

@ @ @ @ @ @ ⑨ 
⑥ @ ⑨ 

① 28 C:ID 21 QD 22 ① 23 CID 24 の 27 CID 29 C1D 30 
[[J) 25 c]]) 26 

。G @ 

@ ⑨ @ @ 
@ @ ⑥ 

CID 31 (]]) 32 <J:D 33 CID 34 c]]) 35 (]]) 36 CID 37 。管豆用 5αn 

③ @ @ @ @ @ @ @ @ @ 

① 41 ① 42 回 43 ① 44 UD 45 ① 46 ① 47 ① 48 CID 49 01J 50 

@③ @θ  @ @ @ @J θ @ 

。51 ① 52 ① 53 白 54 ① 55 ao 56 ① 57 ① 58 ① 59 ① 60 

@ ⑬ @ ⑥ @ @ @ @ @ @ 

ロコD62 の 63

GD61  

① 64 CIJ) 65 の 66 。67 江D 68 江]) 69 江D 70 

o 5c町、

第14図 玉類実測図

94一



図 版 1
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図版 4
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VI 寺ヶ谷横穴墓群

1 .調査の概要

調査で確認された横穴墓は、単独で、存在する 1基であるが、遺跡地図・地名表に「寺ヶ谷横穴墓群」

と記載されているので、寺ヶ谷横穴墓群として記述する。

調査は、雑草の草刈り後、パックホウで緩斜面の表土を除去した。その結果横穴墓を 1基確認した。

急斜面部分については、人力でトレンチを掘削し、横穴墓の有無を確認した。残存する丘陵斜面から

確認された横穴墓は 1基で、この横穴墓周辺を調査対象とした。

現地での図面は、遺構図を10分の 1の縮尺で作成した。写真撮影は、 6x 7カメラ 1台と35mmカメ

ラ2台(カラーフィルム用とカラーリバーサル用)を用いた。

平成10年12月14日から平成11年 3月31日まで、現地調査を行った。

2.遺構の概要

横穴墓(第 2図・第 3図)

横穴墓は、全長4.20mを測り、玄室、羨道、閉塞施設、墓道から成る O

玄室 長さ左壁で1.7m、右壁で1.34m、最大幅1.59mを測る楕円形を呈する O 現存する高さは、

0.96mを測る。推定される天井の高さは、1.1m前後で、ある。玄室の断面形は、ドーム形である O 羨道

と玄室との境は明瞭で、あるが、前壁と側壁との境、奥壁と側壁との境は区別できない。奥壁沿いと右

壁、左壁の前半は、壁際の掘り方底面が壁に向かつて傾斜していて、排水を意図しているものと考え

られる。工具痕は、幅 3cm~5cmの刃先が平らなものと、 7cm~8cm、 9 cm~10cm 、 10cm~12cmの刃

先が湾曲するものの 2種類が見られる O

最奥の礁の下から、土葬・火葬の区別のつかないごく少量の骨粉が検出された。

羨道 羨道は、玄室との境で幅0.86mを測り、閉塞の溝との境で0.44mを測る。残存する壁面の高さ

25cmを測る。左壁沿いの排水溝は断面 ivJ字状、右壁沿いの排水溝は断面逆台形を呈する O 右壁沿

いの排水溝は、深さ 5cmを測り、閉塞用の溝まで緩やかに傾斜している O この排水溝には、蓋に使用

されたと考えられる20cm前後の大きさの礁が存在した。喋に重なりが見られたり、中央から左壁寄り

から検出されたりしていて、原位置から移動している可能性がある O

羨道は、岩(堆積砂)を少し掘り下げた程度であり、横穴墓の羨道に地山を掘ってつくった天井が

存在しなかった可能性が考えられる。

閉塞施設 閉塞施設と考えたのは、幅10cm、長さ70cmの溝で、ある。羨道掘り方底面からの深さ10cmを

測る。この溝を境に掘り方底面に 5cmの段差がつくことから、溝から外を墓道と考えた。この溝に木

板等をはめたと考えられる。羨道に地山を掘ってつくった天井がなかった可能性があるので、この閉

塞は、形骸化したものである可能性と、 羨道に木等で天井を架構した可能性が考えられる O

この溝の右横と左前方から柱穴状の遺構が検出されたが、性格・時期ともに不明である。

墓道 墓道は、閉塞用の溝から85cmを確認した。掘 り方底面の幅26cmを測る O

副葬品 副葬品は、羨道右壁の玄室寄りの場所から出土した土師器杯 1点だけである O

杯の体部外面には、ヘラ磨きが施され、体部内面には暗文が施される。底部内外面の調整は、器表

が磨滅していて不明である。内外面に赤彩の痕跡が残る。口径16.2cm、器高3.3cmを測る O
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附載 I 西池古墳出土の鉄製品

平成13年度に『掛川市長谷土地区画整理用地内遺跡発掘調査LIの中で、報告できなかった西池古

墳、山脇横穴墓群、本村横穴墓群E群出土の金属製品について報告する O 実測図と記述は、錆落とし

をした状態の観察であり、 X線撮影は実施していないことを断っておく 。

S F 0 1 (第 1図・第 3図)

S F01出土の鉄製品は、第 3図-1の剣、 2の大万、 3の錯、 4の鉄斧がある。

1は、全長78.45cm、刃部の長さ62.25cm、刃部の幅は、切先近くで3.5cm、関近くで3.9cmを測る。茎

に目釘孔が 1箇所確認できる。

2は、現存長68.6cm、切先を欠損する。茎の長さ13.1cmを測る。茎は反っている O 目釘孔は肉眼で

は確認できない。

3 は、全長8.5cm、幅1. 1cm~ 1. 4cmを測る。中央に直径1.8cm、厚さ 2mmの鉄の責金具が存在する O

責金具を除くほぼ全面に有機質あるいは木質が付着している O この錨は、首飾りの玉類の位置から、

被葬者の頭部付近に供えられていたと考えている。 2つに分かれて出土した。

4の鉄斧は、現存長11.8cm、刃部の幅推定で7.0cmで、ある O 刃部は、緩く弧状を描くことが確認でき

るO 刃部は、はぜているが、鋭利で、あったと考えられる。袋部の厚さ4.0cm、袋部の幅5.2cmを測る。

肉厚の鉄斧である。袋部の木質は確認できない。

S F 0 2 (第 1図・第 3図・第 4図)

S F02出土の鉄製品は、第 3図-5の万子、第 4図-6・7の大万がある O

5の万子は、現存長12.3cm、切先を欠損する。刃部側に闘が認められる。刃部のl幅1.9cm、厚さ 4mm 

を測る。茎に木質が付着する。

6の大万は、全長1.014mを測る。はぜていて、詳細は不明で、、関・目釘孔も不明で、ある。

7の大万は、現在身の部分で 2つに割れてしまっているが、現地での実測図の長さをもとに図上で

長さを復元した。目釘孔のところで茎を欠損する。切先に近い部分で刃部の幅2.3cm、聞に近い部分

で2.6cmを測る O

S F 0 3 (第 2図・第 4図)

S F03からは、第 4図 8 ~10の鉄鉱、 11の鉄剣が出土している 。

8は、腸扶三角形鍛で、全長6.0cmを測る O 鎌身・逆刺を欠損する。鍛身の長さ4.4cm、鍛身の幅

3.3cmと推定される。茎の長さ2.3cmで、全面に木質が付着する。

9は、長三角形鎌で、頚部で欠損している。鍛身の長さ3.5cm、鎌身の幅1.6cmを測る O 頭部の断面

形は、四角形である O 頭部に他の鉱の頚部と考えられる断面四角形の鉄製品が癒着している。

10は、鎌の茎の破片で、現存の茎の長さ3.4cmを測る。

11の剣は、現存長32.1cmを測る。茎の目釘孔で欠損する O 刃部の幅は、切先に近い部分で2.0cm、

関に近い部分で2.8cmを測る O 関は不明瞭で、ある。刃部の中ほどに木質が付着している。

S F 0 4 (第 2図・第 4図)

S F04出土鉄製品については、平成13年度の『掛川市長谷土地区画整理用地内遺跡発掘調査LIの

報告の中で大万としたが、剣であった。

12は、現在身の部分で 2つに割れてしま っているので、現地での実測図の長さをもとに図上で長さ

を復元した。刃部の幅は、切先に近い部分で2.8cm、関に近い部分で3.6cmを測る。切先にだけ木質が

付着する。茎に 目釘孔が 1箇所確認できる O
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E 山脇横穴墓群出土の鉄製品

山脇横穴墓群出土鉄製品には、大万、万子、鉄鎖、両頭金具、鞍がある。鉄製品以外に銅製品が出

土している。横穴墓順に遺物の概要を述べる O ー

1号墓(第 1図・第 4図)

1号墓からは、第 4図 1の大万、 2・3の万子、 4の銅環が出土している。大万と 2の万子は、

玄室の中央右寄りから、 3の万子と銅環は玄室左壁寄りの骨が集中する場所から出土している。

1は、現存長82.2cm、切先を欠損する。鍔の周辺は、錆がひどく関等まったく観察できない。茎に

目釘孔が2箇所確認できる。

2は、 全長14.9cmを測る。背側の関は明瞭であるが、刃側の聞は明瞭ではない。肉厚な造りである O

茎に木質が残る O

3は、全長10.8cmを測る。刃部は、使用によりすり減っている。関は明瞭で、はない。茎に木質が残

るO

4の銅環は、直径1.5mm、幅1.3cmを測る。

2号墓(第 2図・第 4図 ・第5図)

2号墓からは、第 4図-5の大刀、 6の鍔・鋼、 7~10の鍛、第 5 図-1l~14の万子、 15 ・ 16の両

頭金具、 17の鞍がある。鍔・鋼は、大万についた状態で、玄室右半につくられた棺座の上から出土し

た。 7~10の鉱は、玄室左半の喋床の奥からまとまって出土した。 1l・ 12の万子は、棺座と喋床の間

から、 14の万子は棺座の上から出土した。16の両頭金具は、鉱近くの喋床部分から出土した。17の鞍

は、右袖部分の棺座上から出土した。

5は、現在身の部分で 2つに割れているため、現地の実測図をもとに図上で長さを復元した。切先

を欠損し、関は明瞭で、はない。茎は短く、 一部に木質が付着する o 6の鍔と銅は、 5の大万にはまっ

ていたものである O

7は、現存長21.7cmを測る O 鍛身は、長三角形鎌と考えられる。鎌身の長さ2.7cmと推定される。頚

部と茎部の境は明瞭で、はない。

8は、三角形鉱で、 全長20.4cmを測る。鍛身の長さ1.4cmを測る。頚部と茎部の境は明瞭ではない。

9は、 長三角形鎌で、現存長16.8cmを測る O 鍛身の長さ2.15cmを測る。茎部を欠損する。

10は、現存長16.1cmを測る O 鎌身と茎部の途中から欠損する O 関は腕状関である。

1lは、現存長16.7cmを測る。切先と茎を欠損する O 聞は明瞭ではない。

12は、全長11.2cmを測る。刃部は使用によりすり減っている。関は、明瞭ではない。茎に木質が残

るO

13・14は、刀子の刃部で茎を欠損する。

15・16の両頭金具には、木質が付着する O

17の鞍は、銃具状金具に刺金をもたない。座金具は、円盤形で鉄地金銅貼の可能性がある。

3号墓(第 3図・第 5図)

3号墓出土鉄製品は、第 5図 18の大万、 19の万子がある O 大万は、喋床の横から、万子は、蝶床

の中央から出土した。

18は、全長47.5cmを測る。付着した士が鍔から切先まで、覆っていて、関の構造など不明な点が多い。

切先近くで刃部の幅2.5cmを測る。茎の目釘孔は、確認できない。鉄製鍔がはまっている。

19は、 全長16.3cmを測る。刃側の関は確認できる。
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E 本村横穴墓群E群出土の金属製品

本村横穴墓群E群出土金属製品は、鉄製品と金銅製品がある。鉄製品は、万子、鉱、大万、馬具が

ある。金銅製品は、 3号墓から出土した馬具である。

1号墓(第 1図・第 3図-1)

1は、 1号墓から出土した万子の刃部で、切先を欠損する O

2号墓(第 1図・第 3図-2~ 7) 

2号墓からは、鉄製品、ガラス小玉 2、砥石が出土している。鉄製品と砥石は、玄室右壁沿いの中

央付近からまとまって出土した。

2は、鉄鉱の鎌身と頭部の破片である O 鍛身は、五角形状を呈すると考えられる。

3は、現存長10.9cmを測る鎌であるが、鍛身と頚部の境は明瞭ではない。

4は、現存長14.2cmを測る O 鍛身は、長三角形で長さ3.3cmを測る。関は、肉眼で観察する限り、斜

関である。茎部を欠損する。

5は、現存長12.5cmを測り、鍛身と茎部を欠損する。関部は、肉眼で観察する限り斜関である O

6の万子は、現存長12.7cmを測る。切先を欠損する。関部に鈍と考えられる金属がはまる O 刃部は

使用によりすり減っている O

7は、万子の刃部破片である。

3号墓(第 2図・第 3図-8 ~15) 

3号墓からは、土器、鉄製品、金銅製品、玉類が出土しているが、盗掘を受けた時に破損したと考

えられるものが多く、また原位置を保つものはほとんどない状態と考えられる。

8は、現存長11.5cmを測る鉄鉱で、茎部を欠損する。鉱身は、 三角形で、長さ2.4cmを測る。

9の万子は、現存長12.6cmを測る。聞は明瞭ではない。切先を欠損する。

10は万子の刃部で、現存長10.4cmを測る O 切先を欠損する。

11は、鉄製の鋼で、欠損、変形が見られる O

12は、大万の刃部の破片で、欠損が著しく切先、関の区別がつかない。

13は、鉄製の鍔である。

14は、鉄製鮫具の破片と考えられる。

15は、鐙の吊り金具の破片と考えられる。

金銅製品 (第 4図)

金銅製品は、杏葉、辻金具、雲珠、帯飾り金具がある。

1 ~ 3は、心葉形三葉文透かしの杏葉である。縁付きの三葉文の形に抜いた鉄台の上に金銅製の縁

付きの透かし金具を載せ、金銅をかぶせた鋲で止めている。最大幅は、 1が8.9cm、 2が9.2cm、 3が

9.1cmを測る o 1 と 2 は、 8 本の鋲で、 3 は 6 本の鋲で留められている 。 1~3 は、立聞を欠損する O

4は、鉄地に金銅をかぶせた辻金具で 4本の足のうち 2本を欠損する。頂部に鋲が付く 。体部の側

面に 2条の凹線が巡る。

5は、鉄地に金銅をかぶせた雲珠で、体部の 2分の l、足の大半を欠損する。体部に 3条の回線が

巡る O 体部の直径は、 12.6cmを測る O

6の帯飾り金具は、鉄地に金銅をかぶせ、幅 9mmの鉄製の責金具がはまる O 鋲が 2本打たれていて、

鉄製責め金具のところで欠損している 。 7~9 は、鉄地金銅貼の帯金具である 。 1O~13は、辻金具か

雲珠の足と考えられる。
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